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「北山抄」巻四拾遺雑抄下および「小野宮年中行事」（以
下
、
「
小
野
宮
」
と
略
称
）
の
神
事
・
雑
横
事
に
み
え
る
「
前
後
神
祇
式
」
十
五
箇
条
は
、
式
文
の
「
凡
…
…
」
に
始
ま
る
体
裁
で
は
な
（１）
く、「一：：：」という箇条書きであるものの、宮城栄日日氏
の
指
摘
以
来
、
こ
れ
ま
で
弘
仁
神
祇
式
・
貞
観
神
祇
式
に
該
当
す
る
と
看
倣
さ
れ
、
逸
文
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、
宮
城
氏
が
分
明
に
は
し
難
い
と
し
て
踏
み
込
ま
な
か
っ
た
、
い
ず
れ
の
式
に
お
い
て
制
定
さ
れ
た
の
か
と
い
う
問
題
の
追
究
を
基
軸
に
「
前
後
神
祇
（２）
式
」
に
関
す
る
研
究
が
行
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
藤
原
実
資
は
年
中
行
事
の
部
分
で
は
引
用
す
る
式
を
「
弘
仁
式
部
式
云
…
…
」
「
貞
観
治
部
式
云
…
…
」
の
如
く
明
記
し
法
政
史
学
第
六
十
一
号
「
前
後
神
祇
式
」
小
考
て
お
り
、
神
事
・
雑
穣
事
の
書
き
方
は
異
例
で
あ
り
、
巻
軸
を
異
に
し
て
い
た
弘
仁
・
貞
観
の
両
式
を
何
故
に
「
前
後
式
」
と
し
て
一
括
し
て
載
せ
る
の
か
と
い
う
疑
問
も
生
じ
る
と
し
て
、
両
書
の
神
事
・
御
服
事
・
御
画
事
・
廃
務
事
・
雑
検
事
に
み
え
る
史
料
名
の
割
注
に
（３）
つ
い
て
検
討
し
た
黒
須
利
夫
氏
は
、
明
ら
か
な
誤
り
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
必
ず
し
も
正
確
な
注
記
で
は
な
く
、
そ
れ
は
両
式
か
ら
直
接
に
引
用
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
起
因
し
、
前
後
神
祇
式
な
る注記は現行本「年中行事御障子文」（以下、「御障子文」
と
略
称
）
の
神
事
～
雑
横
事
の
文
章
に
誰
か
が
付
し
た
割
注
に
他
な
ら
ず
、
「
前
後
神
祇
式
」
は
内
容
的
に
弘
仁
神
祇
式
お
よ
び
貞
観
神
祇
式
を
う
け
て
い
る
に
し
て
も
、
逸
文
そ
の
も
の
で
は
な
い
と
し
た
。
そ
し
て
、
藤
原
公
任
と
実
資
は
個
別
に
「
御
障
子
文
」
か
ら
神
事
～
雑
穣
事
を
引
い
た
の
で
は
な
く
、
「
小
野
宮
」
は
成
立
の
先
行
齋
藤
融
九
四
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す
る
『
北
山
抄
」
に
倣
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
推
測
し
た
の
で
あ
る
。
弘
仁
式
・
貞
観
式
の
逸
文
を
考
察
す
る
に
際
し
て
は
、
そ
れ
を
収
め
る
原
典
に
つ
い
て
も
批
判
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
黒
須
氏
の
指
摘
は
傾
聴
に
値
し
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
行
本
「
御
障
子
文
』
の
神
事
～
雑
穣
事
に
は
割
注
は
一
箇
所
し
か
な
く
、
さ
ら
に
雑
穣
事
は
失
火
横
を
欠
い
て
お
り
、
そ
れ
は
「
師
遠
年
中
行
事
」
「
師
（４）
元
年
中
行
事
」
な
ど
中
原
氏
が
書
写
し
た
「
御
障
子
文
」
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
る
こ
と
を
勘
案
す
る
な
ら
ば
、
「
北
山
抄
」
お
よ
び
「
小
野
宮
」
が
直
接
的
に
現
行
本
「
御
障
子
文
」
を
用
い
て
い
る
訳
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
厳
密
に
対
比
す
る
と
「
北
山
抄
」
と
「
小
野
宮
」
と
の
間
に
も
小
異
が
存
在
し
て
い
る
。
そ
こ
で
小
稿
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
点
に
注
目
し
て
三
者
の
関
係
に
つ
い
て
卑
見
を
述
べ
て
み
た
い
。
些
か
煩
預
で
は
あ
る
が
、
現
行
本
「
御
障
子
文
」
「
北
山
抄
」
「
小
（５）
野宮」の神事～雑穣事を掲げると以下の通りである。
Ａ「御障子文」
神
事
一
躍
称
大
嘗
祭
為
二
大
祀
つ
祈
年
・
月
次
・
神
嘗
〔
毎
年
新
○
嘗
〕
等
祭
為
二
中
祀
司
大
忌
・
風
神
・
鎮
花
・
一
二
枝
・
相
「前後神祇式」小考（齋藤）
■■■■■■■
■■■■■■■■■■
嘗
・
鎮
魂
・
鎮
火
・
道
饗
等
祭
為
一
小
祀
『
×
×
一
風
神
祭
以
上
、
弁
諸
司
斎
司
斎
之
。
鎮
花
祭
以
下
、
唯
祭
官
斎之。
一
賀
茂
祭
為
一
中
祀
つ
諸
司
斎
之
。
園
韓
神
・
平
野
・
春
日
・
大
原
野
等
祭
為
一
小
祀
元
祭
官
斎
之
。
｜小祀祭官斎者、内裏不し斎。其遣一勅使一者斎之。
御
服
事
一
大
小
諸
神
、
及
季
冬
奉
二
幣
諸
陵
、
帛
衣
。
即
位
及
元
正
受
二
朝
賀
「
衰
冤
十
二
章
。
ｘ
○
一朔日受し朝賀、同聴レ政、受二蕃国使表井幣「及大小
諸会、黄櫨染衣。
一為二本服一一等以上親喪「錫綜。剛州欣・獅一三等以下
×
親及諸臣之喪へ除・｜帛衣一之外、通一一用雑色で
御
書
事
○
一
詔
書
・
勅
書
及
勅
符
等
用
二
書
日
『
詔
書
・
勅
書
等
復
奏
文
井
書
可
。
論
奏
及
諸
衛
擬
舎
人
奏
井
書
聞
。
皇
太
子
令
旨
用と書日毛
廃
朝
事
一太陽橘、有司預奏、皇帝不し視し事。
一
皇
帝
二
等
以
上
親
、
〔
及
〕
外
祖
父
母
、
右
大
臣
以
上
、
若
散
一
位
喪
、
三
日
。
九
五
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法
政
史
学
第
六
十
一
号
一国忌日、一一一等親、百官一一一位以上喪、一日。
雑
犠
事
一
人
死
忌
者
三
十
日
、
産
七
日
。
一改葬及四月以上膓胎、井忌一一一十日。其一一一月以下、忌
七日。
一
六
畜
死
忌
五
日
、
産
三
日
。
一喫レ宍及弔レ喪、閲し病、忌三日。網し喪、間し病、及
到二山作所『遭二一一一七日法事医者、雌・一身不咳横、而当
日不レ可し参冒入内裏や
一
六
月
十
二
月
月
次
、
十
一
月
新
嘗
祭
前
後
〔
散
〕
斎
之
日
、
僧尼及重服奪レ情従レ公之輩、不し得し参二入内裏毛雌
〔作〕
軽
服
人
、
致
斎
之
前
散
斎
日
、
不
し
得
芳
参
入
、
余
諸
祭
皆
同二此例扣
一縁．｜無服傷一請し暇、未し満二限日、被し召参入者、不
し〔得〕し預二祭事『
○
一
官
女
懐
胎
、
散
斎
之
前
退
去
。
有
二
月
事
一
考
、
祭
日
以
前
退
二
出
宿
臓
「
不
し
得
し
上
し
殿
。
其
三
月
九
月
潔
斎
、
預
前
退二出宮外Ｔ
ｌ
甲
虚
有
し
横
、
乙
入
二
其
虚
「
〔
乙
〕
及
同
虚
人
皆
穣
。
丙
入二乙虚「只丙一身為し横。〈同虚人不し為し横。乙
入二丙虚「同虚人皆為し横。〉丁入二内庭「不し為し横。
一宮城内一司有し横、不し可レ停二廃祭事つ
Ｂ「北山抄」
神
事一賤
赫
大
嘗
祭
為
・
一
大
祀
七
祈
年
・
月
次
・
神
嘗
・
毎
年
新
嘗
祭
為
二
中
祀
で
大
忌
・
風
神
・
鎮
花
・
三
枝
・
相
嘗
・
鎮
魂・鎮火・道饗等為二小祀Ｔ
一
風
神
祭
以
上
、
並
諸
司
斎
之
。
鎖
花
祭
以
下
、
唯
祭
官
斎
之。
｜
賀
茂
祭
為
一
中
祀
七
諸
司
斎
之
。
園
韓
神
・
平
野
・
春
日
・
大
原
野
等
祭
為
二
小
祀
司
祭
官
斎
之
。
一小祀祭官斎者、内裏不し斎。其遣二勅使に者斎之。凪
神
祇
前
後
式
（公任の筆記略）
御
服
事
大
小
諸
神
、
及
季
冬
奉
二
幣
諸
陵
へ
帛
衣
。
即
位
及
元
正
受三朝賀へ衰冤十二章。朔日受し朝、聴レ政、受．－蕃
国
使
表
井
幣
「
及
大
小
会
、
黄
櫨
染
衣
。
本
服
二
等
以
上
親喪、服二錫綜毛馴州肱・三等以下親及諸臣之喪、
除二帛衣一外、通二用雑色『願柵臨
（公任の筆記略）
皇
后
御
服
事
九
六
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「前後神祇式」小考（齋藤）
○
○
一云々
皇
太
子
御
服
事
○
○
一云々
御
書
事
○
詔書・勅書及勅符、並用二書一日℃詔書・勅菫日等覆奏
文並書可。論奏及諸衛擬舎人奏並書聞。Ⅷ鮴・皇太
子令旨用・一書ⅡＣ舩式
（公任の「今案」略）
廃
朝
事
太陽鱈、有司預奏、皇帝不し視し事。鑪葡舛柵討溌
賊謝洲哨告皇帝一一等以上親、及外祖父母、右大臣以
上、若散一位喪一一一日。国忌日、’一一等親、百官一一一位以
上喪一日・儀制鰍・榊鮒一感．学『和し仲し勲記印・
○
○
○
○
吟
○
○
継
母
・
嫡
孫
可
レ
准
之
。
（
中
略
）
弾
正
式
云
、
右
大
臣
以
上
莞
者
、
発
哀
三
Ⅱ
之
内
、
諸
司
理
し
事
如
レ
常
。
不
し可下問し獄行し刑上云々。（公任の私案略）
雑
検
事
一人死忌汁日、刷轆日産七日。
（公任の筆記略）
｜
改
葬
及
四
月
以
上
傷
胎
、
並
忌
汁
日
。
其
三
月
以
下
、
忌
七
ｎ口。
一六畜死忌五日、麟腱産一一一日。赤静淋牌一一》一酢、元膨鮒上誠
一喫レ宍及弔し喪、間し病忌三日。霜轤露玉露蕊
司
皆
忌。弔レ喪、間し病、及到》・山作所、遭一一一七日法事一考、○○
雌し身二不一し横、而当日不レ可し参二入内裏七当一祭
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
時・者、忌一二日。尋常忌一日也。
一六月十二月々次、十一Ⅱ新嘗祭前後散斎之ｕ、僧尼
重服奪レ情従し公之輩、不し得し参二入内裏っ雌二軽服
〔井力〕
人
へ
致
斎
之
前
散
斎
日
、
不
し
得
参
入
七
余
諸
祭
、
皆
同二此例毛
（公任の筆記略）
｜縁一一無服膓一請し暇、未し満二限日、被し召参入者、
不し得し預当祭事七
一官女懐姫者、散斎之前退出。有・月事『者、祭日以前
退一一出宿魔「不し得し上し殿。其三月・九月潔斎、預
前退一・出宮外Ｃ
一触二失火所一者、当一神事へ忌七日。
○
○
○
○
○
件横無二乙丙Ｔ
－甲虚有し横、乙入一其虚「矧鞠洲岬町似洞。。及同虚人
皆
し
横
。
丙
入
二
乙
虚
「
只
丙
一
身
為
し
横
。
同
虚
人
不
し
為
し
機
。
乙
入
二
内
庭
、
同
虚
人
皆
為
し
横
。
丁
入
二
丙
九
七
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虚「不し為し横。
一宮城内一司有し蕨、不し可し停一一廃祭事ｏ洲枇揃後
（公任の筆記省略）
Ｃ「小野宮」
神
事一賤
称
大
嘗
祭
為
二
大
祀
毛
祈
年
・
月
次
・
神
嘗
・
毎
年
新
嘗
等祭為二中祀宅大忌・風神・鎮花・’一一枝・相嘗・鎮
○
魂・鎮火・道饗等祭為二小祀刃
〔花〕
一
風
神
祭
巳
上
、
竝
諸
則
斎
之
。
鎮
火
祭
以
下
、
唯
祭
官
斎
之。
一
賀
茂
祭
為
二
中
祀
で
諸
司
斎
之
。
園
韓
神
・
平
野
・
春
日
・
大
原
野
等
祭
為
贄
小
祀
ｐ
祭
官
斎
之
。
｜小祀祭官斎者、内裏不し斎。其遣・一勅使一考斎之。旧
神
祇
前
後
式
（神祇令散斎条、実資の筆記など略）
御
服
事
大
小
諸
神
、
及
季
冬
奉
二
幣
諸
陵
「
帛
衣
。
即
位
及
元
正
×
○
受
皇
朝
賀
へ
衰
冤
十
一
一
章
。
（
唐
令
略
）
朔
日
し
受
朝
賀
、
同
×
×
聴
レ
政
、
祖
及
受
二
蕃
国
使
表
井
幣
へ
及
大
小
諸
会
、
黄
櫨
染衣。本服二等以上親喪、服一錫綜毛剛瑚欣・三等以
ｘ
下親及諸臣之喪服、除『｜帛衣薑外、通一一用雑色七
法
政
史
学
第
六
十
一
号
皇
后
御
服
事
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
助
祭
、
帛
衣
。
元
正
受
レ
朝
、
偉
衣
。
（
唐
令
略
）
大
小
諸
○
○
○
○
○
へ玄、釧叙礼衣。
皇
太
子
御
服
事
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
従
祀
及
正
朔
、
衰
冤
九
章
。
（
唐
令
略
）
元
正
受
二
群
臣
若
勵回勧『肛灯小諭釘、勧州灯・馴朏舵鮒瞬
御
書
事
○
詔
書
・
勅
書
及
勅
符
竝
用
二
書
日
毛
詔
書
・
勅
書
等
覆
奏
文
竝書可。論奏及諸衛擬舎人奏竝書聞㈹鯏嘘、皇太子
令旨用二書日訶松式
詔
書
、
給
二
中
務
省
つ
大
少
輔
若
不
し
参
之
時
、
丞
給
之
。
上
卿
奉
し
勅
仰
皇
内
記
令
レ
草
皇
詔
書
わ
即
今
し
賀
２
内
記
一
就
二
御
所
一
奏
聞
。
御
覧
了
返
給
。
令
二
清
書
毛
又
御
書
日了返給。着二本座一召二中務輔若丞「於二陣膝突一給
之
。
近
代
輔
・
丞
不
参
時
、
令
二
外
記
傳
給
七
覆
奏
、
大
臣
難
二
参
入
「
猶
大
納
言
覆
奏
。
是
依
二
令
文
一
之
故
也
。
但
大
納言不参之時、大臣奏之。中納言奏之。幸服肋畔十
○
○
○
免
者
事○○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
非
常
赦
詔
書
下
給
了
。
即
詔
書
施
行
以
前
、
可
レ
原
下
免
常
赦
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
所し不し免者上之由、仰二検非達使わ
（
実
資
の
引
用
す
る
漢
籍
・
貞
信
公
記
な
ど
略
）
九
八
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「前後神祇式」小考（齋藤）
廃
朝
事
朱云、皇帝不し視し事三日者、若此日内有二国忌日・
日食等「猶計二一一一日内一也。不二更日延一也。
几三日以二聞し喪日一為し始者。
古
記
云
、
一
品
准
二
位
ｂ
太陽騰、有司預奏。皇帝不し視し事。
弘
仁
太
政
官
式
云
、
太
陽
職
、
陰
陽
寮
預
申
一
中
務
省
「
省
録申し官。即少納言奏聞。了弁官告一知諸司や
皇
帝
二
等
以
上
親
、
及
外
祖
父
母
、
右
大
臣
以
上
、
若
散
一
位喪、一一一日。国忌日、一一一等親、百官三位以上喪、一
日。愉制
弾
正
式
、
凡
右
大
臣
已
上
莞
者
、
発
哀
一
一
一
日
内
、
諸
司
理レ事如レ常。不し可・一間し獄行Ｐ刑。
応和二年十月汁日榊、尚侍藤原貴子莞奏。侍臣
垂二御簾や垂・一御簾・可し在一服親之喪弍不レ聞し朝之
時、不し可二必垂Ｔ舵祉
（実資の私案略）
雑
検
事
一人死忌汁日、陥嘘Ｕ産七日。
（実資の引用する漢籍・経典など略）
｜
改
葬
及
四
月
已
上
傷
胎
、
竝
忌
川
日
。
其
三
月
以
下
、
忌
七
一触二失火所一者、当神事時、忌七日。
右承前准二人死「忌二汁日元但無二式例や価伊勢斎宮
［Ｈｕｏ
ｏ
○
一六畜死忌五日、糾議蝿産一一一日。柵蹄篭忘好一剛繍孑蛎祥
畜つ
一喫し宍及弔し喪、間し病、忌三日。
其
神
祇
官
尋
常
忌
。
供
奉
諸
司
不
レ
忌
・
但
当
二
祭
時
「
余
司皆忌。
一弔し喪、問し病、及到一一山作所へ遭一三七日法事一考、
難二身不Ｐ横、而当日不し可し参・一入内裏℃
’六月十二月月次、十一月新嘗祭前後散斎之日、僧尼
○及重服奪レ情従レ公之輩、不し得し参二入内裏つ雌二軽
〔井力〕
服
人
〈
致
斎
之
前
散
斎
口
凹
、
不
し
得
二
参
入
○
自
余
諸
祭
○ｐＨ、皆同二此例元
（延喜式巻三、散斎条省略）
｜縁二無服膓一請レ暇、未し満二限日、被し召参入者、不
し得し預二祭事ｐ
○
一官女懐妬者、散斎之前退出。有二月事一者、祭ロ凹之前
退二出宿濾へ不し得し上し殿。其三月・九月潔斎、預
前退二出宮外Ｔ
ｓ論語」略）
九
九
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入二丙虚、同虚人智為し横。丁入二丙虚へ不し為し微。
一宮城内一司有レ横、不し可レ停二廃祭事わ剛枇鋪後
一一一者の相違点として先ず気づくのは、「北山抄」「小野
宮
」
に
は
御
服
事
に
続
け
て
皇
后
御
服
事
お
よ
び
皇
太
子
御
服
事
が
あ
り
、
「
小
野
宮
」
は
さ
ら
に
御
画
事
に
続
け
て
免
者
事
を
加
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
〔
〕
の
部
分
が
「
前
後
神
祇
式
」
に
あ
る
も
の
の
、
現
行
本
「
御
障
子
文
」
に
見
え
な
い
字
句
で
あ
る
。
そ
の
多
く
は
「
師
遠
年
中
行
事
」
に
は
存
在
す
る
の
で
筆
写
の
過
程
に
お
け
る
脱
字
の
可
能
性
が
大
で
あ
る
が
、
〈
〉
を
付
し
た
「同虚人不し為し横。乙入二丙虚へ同虚人皆為し横」は「師
遠
年
中
行
事
」
に
も
見
ら
れ
な
い
字
句
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
単
な
る
脱
文
と
看
倣
す
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
次
節
に
お
い
て
「
新
儀
式
」
と
関
わ
ら
せ
て
詳
述
す
る
が
、
先
に
触
れ
た
失
火
横
を
欠
い
て
い
る
こ
と
と
併
せ
て
軽
視
で
き
な
い
点
で
も
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
体
裁
の
相
異
で
あ
る
が
、
「
北
山
抄
」
お
よ
び
「
小
法
政
史
学
第
六
十
一
号
丙
二
入
乙
虚
へ
只
丙
一
身
為
し
積
。
同
虚
人
不
し
為
し
横
。
乙
有
一
二
屋
失
火
之
事
つ
而
為
当
忌
慎
一
不
二
相
救
「
遂
及
二
数
屋で因し蕊去貞観六年造式之日、録二具状一請一官裁℃
右大臣宣旨、依二卜食一者、謹依『宣旨一可レ忌》一七箇
日一之状、卜食得し合。依レト所し忌。
甲虚有し横、乙入司其虞一附聡嘘ｂ引及同慶人智し機。
野宮」の御服事～廃朝事は「一・・：・・」という形を崩してお
り
、
さ
ら
に
現
行
本
「
御
障
子
文
」
の
雑
検
事
第
四
条
を
「
小
野
宮
」
は
二
つ
に
分
割
し
て
書
き
、
「
北
山
抄
」
は
そ
の
中
間
の
よ
う
な
書
き
方
を
し
て
い
る
点
も
注
意
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
殆
ど
同
文
で
あ
り
な
が
ら
微
妙
な
違
い
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
三
者
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
、
現
行
本
「
御
障
子
（６）
文」は長和年間から寛仁初年ころ、「北山抄」巻一二・四は
（７）
（８）
寛
仁
一
一
年
以
前
、
「
小
野
宮
」
は
長
元
年
間
こ
ろ
の
成
立
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
「
北
山
抄
」
お
よ
び
「
小
野
宮
」
は
現
行
本
「
御
障
子
文
」
を
直
接
的
に
利
用
し
得
る
関
係
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
「
北
山
抄
」
お
よ
び
「
小
野
宮
」
の
御
服
事
～
廃
朝
事
は
「
一
…
…
」
と
い
う
形
を
崩
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
直
接
的
な
利
用
に
否
定
的
な
傍
証
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
状
況
証
拠
に
過
ぎ
な
い
が
、
「
北
山
抄
」
と
「
小
野
宮
」
の
対
比
を
通
じ
て
こ
の
点
を
明
確
に
し
てみたい。
「
北
山
抄
」
の
皇
后
御
服
事
・
皇
太
子
御
服
事
は
と
も
に
「
云
々
」
と
あ
り
、
公
任
は
文
章
を
省
略
し
て
載
せ
て
い
な
い
の
だ
が
、
「
小
野
宮
」
は
省
略
せ
ず
に
掲
示
し
て
い
る
。
黒
須
氏
が
推
測
し
た
よ
う
に
「
小
野
宮
」
が
「
北
山
抄
」
を
引
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
実
資
は
該
当
す
る
文
章
を
「
北
山
抄
」
以
外
か
ら
補
っ
た
こ
と
に
な
る
。
「
北
山
抄
」
御
服
事
に
「
貞
観
臨
時
格
」
と
い
う
割
注
が
あ
る
の
一
○
○
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（９）
で、貞観格を用いたのか烈ｂしれない。しかし、「北山抄」
廃朝事に「太陽鱈、有司預奏。皇帝不視事。雛淵蝋騨帥聯
帥舗一碩蕊ｌ弁皇帝一一等以上親…」とある部分が「小野宮」
では、太
陽
鱈
、
有
司
預
奏
。
皇
帝
不
視
事
。
弘
仁
太
政
官
式
云
、
太
陽
暦
、
陰
陽
寮
預
申
一
中
務
省
へ
省
録
申し官。即少納一言奏聞。了弁官需二知諸司ｂ
皇帝二等以上親（下略）
と
あ
る
こ
と
を
参
看
す
る
な
ら
ば
、
皇
后
御
服
事
一云々
貞観臨時格云、．…・・
と
い
う
体
裁
が
実
資
の
原
則
に
相
応
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
お
、
廃
朝
事
の
表
記
形
式
は
「
北
山
抄
」
と
「
小
野
宮
」
の
ど
ち
ら
が
原
型
に
近
い
の
か
、
判
断
に
迷
う
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
弘
仁
太
政
向式云、．…．．」という引川形態は実資の史料引用に特徴的
な
も
の
で
あ
り
、
趣
意
文
だ
っ
た
割
注
を
原
典
に
当
た
っ
て
正
確
に
引
用
し
た
蓋
然
性
が
高
く
、
し
た
が
っ
て
前
者
と
考
え
て
お
き
た
いＯ要
す
る
に
、
何
事
に
も
例
外
は
あ
る
の
で
絶
対
的
な
根
拠
で
は
な
い
が
、
成
立
時
期
を
考
慮
せ
ず
御
服
事
～
皇
太
子
御
服
事
に
限
る
な
「前後神祇式」小考（齋藤）
ら
ば
、
「
小
野
宮
』
を
『
北
山
抄
」
が
利
用
し
た
と
考
え
る
方
が
す
っ
き
り
す
る
だ
ろ
う
。
と
は
い
え
、
「
小
野
宮
』
は
御
画
事
に
続
けて「北山抄」にはない免者事を載せており、「北山抄』
が「小野宮」を利用したのならば、載せない時には皇后御
服
事
の
場
合
と
同
様
に
、
免
者
事
一云々
の
如
く
、
項
Ⅱ
名
は
残
し
つ
つ
文
章
を
省
略
す
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
は
「
北
山
抄
」
が
「
小
野
宮
」
を
使
用
し
て
い
な
い
証
左
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
こ
と
に
整
合
性
を
求
め
る
に
は
、
共
通
す
る
原
史
料
の
存
在
を
想
定
す
る
と
理
解
し
易
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
また、「北山抄」雑犠事に
一喫し宍及弔し喪、間し病、忌三Ｈ、覗榊蝋填嶋嶋胖鰍奉締
司
皆
忌。弔レ喪、間し病、及到二山作所、遭二三七日法事一者、
雌
：
身
不
し
横
、
ｎ
当
日
不
し
可
し
参
二
入
内
裏
つ
当
二
祭
時
・
者
、
忌
三
日
。
尋
常
忌
一
Ⅱ
也
・
と
あ
る
箇
所
が
「
小
野
宮
」
で
は
一喫し宍及弔レ喪、間し病、忌三日。
其
神
祇
官
尋
常
忌
。
供
奉
諸
司
不
レ
忌
・
但
当
二
祭
時
「
余
１司皆忌。
￣
○
一
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一弔し喪、間し病、及到二山作所「遭二一一一七日法事一者、
錐二身不Ｕ横、而当日不レ可し参二入内裏毛
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
頷
け
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
「
小
野
宮
」
に
付
し
た
波
線
部
は
「
北
山
抄
」
で
は
割
注
に
な
っ
て
お
り
、
割
注
と
本
文
と
い
う
体
裁
の
相
異
は
あ
る
も
の
の
同
文
で
、
原
史
料
に
お
い
て
割
注
だ
っ
た
も
の
を
公
任
は
そ
の
ま
ま
記
し
、
実
（Ⅲ）
資
が
本
文
の
体
裁
に
改
め
た
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
現
行
本
「
御
障
子
文
」
神
事
～
雑
検
事
に
は
割
注
は
御
服
事
に
一
箇
所
（
天
皇
が
錫
綜
を
着
し
て
心
喪
す
る
の
は
、
喪
葬
令
服
錫
綜
条
で
は
二
等
親
以
上
で
あ
っ
た
が
、
外
祖
父
母
も
同
じ
と
す
る
）
の
み
で
あ
る
。
原
「
御
障
子
文
」
に
お
い
て
も
同
様
と
す
る
な
ら
ば
、
現
行
本
「
御
障
子
文
」
を
直
接
的
に
「
北
山
抄
」
お
よ
び
「
小
野
宮
」
は
用
い
て
い
な
い
証
左
に
な
る
。
そ
し
て
、
神
事
～
雑
機
事
に
付
さ
れ
た
史
料
名
以
外
の
割
注
も
史
料
名
の
割
注
と
同
一
人
物
の
手
に
な
る
も
の
と
考
え
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
両
人
が
用
い
た
共
通
す
る
原
史
料
に
つ
い
て
は
、
小
野
宮
家
の
祖
で
あ
る
摂
政
太
政
大
臣
藤
原
実
頼
（
昌
泰
一
一
一
～
天
禄
元
年
〈九○○～九七○〉）が所持していた「御障子文」（清涼殿
南
庇
に
設
け
ら
れ
た
殿
上
間
の
上
戸
の
前
に
立
て
た
「
年
中
行
事
障
子
」
を
書
写
し
た
も
の
）
で
あ
る
可
能
性
を
探
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
公
任
・
実
資
が
と
も
に
小
野
宮
流
に
属
し
た
こ
と
か
ら
想
起
さ
れ
法
政
史
学
第
六
十
一
号
る
に
過
ぎ
ず
、
根
拠
は
な
い
に
等
し
い
も
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
九
条
家
の
祖
で
、
実
頼
の
弟
に
あ
た
る
藤
原
師
輔
が
「
九
条
年
中
行
事
」
（
以
下
「
九
条
」
と
略
称
）
を
著
し
、
神
事
・
仏
事
・
国
家
的
儀
礼
・
日
常
政
務
の
項
目
は
「
年
中
行
事
障
子
」
を
基
礎
と
し
て
い
る
こ
と
を
勘
案
す
る
な
ら
ば
、
実
頼
も
「
年
中
行
事
障
子
」
の
写
し
を
所
持
し
て
い
な
か
っ
た
と
は
考
え
難
い
も
の
が
あ
る
。
よ
っ
て
、
「小野宮」は実頼の日記である「清慎公記」を「故殿記」
と
し
て
引
用
し
、
「
北
山
抄
」
も
明
記
し
て
い
な
い
も
の
の
用
い
て
（Ⅱ〉
い
る
こ
と
か
ら
、
あ
り
得
な
い
憶
測
で
は
な
い
と
考
富
え
て
い
る
。
本
節
に
お
い
て
は
、
前
節
で
の
推
測
を
違
っ
た
角
度
か
ら
検
証
す
（吃）
る
た
め
に
、
天
徳
四
年
（
九
六
○
）
以
前
に
成
立
し
た
「
九
条
」
を
概
観
し
て
お
き
た
い
。
忠
平
の
故
実
を
正
し
く
受
け
継
い
で
い
る
の（⑬）
は
自
分
で
あ
る
と
い
う
自
負
を
実
頼
・
師
輔
は
互
い
に
持
っ
て
い
た
た
め
、
「
九
条
」
と
比
較
す
る
こ
と
は
強
ち
無
意
味
な
こ
と
で
は
あ
るまい。御
服
事
一大小諸神、及季冬奉二幣諸陵へ帛衣。
一即位及元正受二朝賀「衰冤十二章。
｜
朔
日
受
し
朝
、
聴
し
政
、
受
二
審
国
使
表
井
幣
「
及
大
小
諸
￣
●■■■■■
■■■■■■■
○
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会
、
黄
櫨
染
衣
。
〔下〕
一服一一等以上親喪、錫綜。剛棚敞・一二等以上及諸臣之
喪、除二帛衣一之外、通二用雑色兎
御
書
事
一
詔
書
・
勅
書
及
勅
符
等
竝
、
用
二
書
百
不
一詔書・勅書等覆奏之文、竝用二書可毛
一論奏及諸衛擬舎人奏、竝用薑聞毛雌轤、
詔
書
給
二
中
務
省
、
大
少
輔
若
不
参
之
時
、
丞
給
之
書
可
。
覆
奏
事
大
臣
錐
二
参
入
「
猶
大
納
言
覆
奏
。
是
依
二
令
文
一
之
故
也
。
但
大納言不参之時、大臣奏之。中納言奏之。孝脳、畔十
廃
朝
事
一太陽鰯、有司預奏、不し視し事。
二
一
等
以
上
親
及
外
祖
父
母
、
右
大
臣
以
上
、
若
散
一
位
喪
、
三日。
一
国
忌
日
、
三
等
親
、
百
官
三
位
以
上
喪
、
一
日
。
雑
穣
事
一人死忌汁Ⅱ。
－改葬忌汁日。
一傷胎忌汁日釧肋削砠拱取
「前後神祇式」小考（齋藤）
｜産忌七日。
’六畜死忌五日鵠僻一○
一六畜産忌一一一日。
一喫レ肉、弔レ喪、間し病忌三Ⅱ。
一弔し喪、間し病、到二山作所、遭二一一七日法事者、当
日不し参二入内裏元
一触二失火所菫者忌七日。
一宮女懐妬者、散斎之前退船。
一宮女有月事、祭日之前退二下宿魔へ不レ上し殿。
｜官女懐妬井有一月事一者、三川九月潔斎之前退出。
一
甲
虚
有
し
横
、
乙
入
一
其
虚
「
乙
及
同
虚
人
皆
為
し
微
。
丙
入皇乙虚へ只一身為し糠。同慶人不し為し横。乙入一一丙
虚、同虚人皆為し横。丁入・丙虚・不し為し横。
’
六
月
十
二
月
月
次
、
十
一
月
新
嘗
祭
斎
之
日
、
僧
尼
井
重
服・軽服者、竝不し参二内裏訶
一小祀祭官斎者、内裏不し斎、其遣一一勅使一祭者斎。
又
古
人
記
云
、
致
斎
前
有
し
微
之
時
、
主
上
不
二
御
出
「
即
於司所司一被し行三神事・者。峰魑計坑辨鰍馴洲川
一
縁
二
無
服
傷
・
請
し
暇
、
未
し
満
し
日
、
被
し
召
参
入
者
、
不
し得し預二祭事元
一宮城内一司有レ横、不し可し停二廃祭毛
○
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已
上
内
裏
凡御本命艸順．東宮及朔日、重日、復日、不し可し申：凶
事元凡触
二
微
悪
一
事
応
し
忌
者
、
死
限
二
川
Ⅲ
、
産
七
日
。
馬
牛
及
〔弔〕
犬死五日、産一二日。其喫レ肉及吊レ喪、間し疾一二日。其
神
祇
官
尋
常
忌
之
。
余
司
当
二
祭
時
一
皆
忌
焉
。
但
供
奉
諸
司
、
〔弔〕
除二人死・産一之外、若吊し喪、問し疾、及触二馬牛犬死・
産（当Ⅱ不し預二御膳事つ
凡
僧
尼
及
重
服
之
人
、
六
月
十
一
月
十
二
月
神
事
之
前
、
不
し可し参一・内裏Ｄ其余祭唯可レ忌二散斎一之日。又軽服者、
雌し満》一暇日、而服未し間者、散斎之日、不し得下触ご預
神事一及参中入内裏ｋ・
神
事
を
欠
い
て
い
る
も
の
の
、
御
服
事
～
雑
穣
事
と
い
う
形
式
は
現
行
本
「
御
障
子
文
」
お
よ
び
「
北
山
抄
」
「
小
野
宮
」
と
共
通
し
て
い
る
。
し
か
し
、
概
ね
同
文
な
が
ら
一
部
の
字
句
を
削
除
し
た
上
で
条
文
を
複
数
に
分
割
し
て
掲
示
し
て
い
る
点
に
は
注
意
さ
れ
る
。
黒
須
利
夫
氏
は
古
体
を
示
す
も
の
で
は
な
い
か
と
し
て
、
仁
和
元
年
（
八
八
五
）
に
藤
原
基
経
に
よ
っ
て
献
上
さ
れ
た
「
年
中
行
事
障
子
」
は
新
調
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
前
に
既
に
作
成
さ
れ
た
（Ｍ）
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。
「
年
中
行
事
障
子
」
が
貞
観
年
間
に
遡
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
俄
か
に
首
肯
す
る
こ
と
は
で
き
な
法
政
史
学
第
六
十
一
号
い
が
、
天
徳
四
年
九
月
二
十
三
日
夜
の
内
裏
焼
亡
以
前
の
「
年
中
行
事
障
子
」
の
体
裁
を
伝
え
て
い
る
可
能
性
は
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
うに考えるのは以下の理由による。「傷胎忌汁日鰯巫朋肥阯尉
化」は他の横の形式に倣えば「四月已上傷胎忌舟日」「’’一
月
已
下
傷
胎
忌
七
日
」
の
如
く
単
独
で
列
記
さ
れ
て
然
る
べ
き
な
の
だ
が
、
そ
う
で
な
い
の
は
傷
胎
（
流
産
）
の
忌
み
と
い
え
ば
懐
胎
期
間
に
よ
っ
て
区
別
せ
ず
三
十
日
の
み
だ
っ
た
時
期
が
あ
り
、
後
に
四
月
以
上
の
場
合
と
な
り
、
さ
ら
に
一
一
一
月
以
下
を
七
日
に
定
め
る
と
い
う
経
緯
の
あ
っ
た
こ
と
が
「
拾
芥
抄
」
お
よ
び
「
西
宮
記
」
に
よ
り
窺
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
「
拾
芥
抄
」
下
触
穣
部
雑微事（注略）
一
人
死
三
十
日
目
葬
日
計
之
一
改
葬
忌
汁
日
一
傷
胎
忌
汁
日
謂
四
月
以
後
（中略）
忌二一一一月以前傷胎奎事
弘
仁
十
二
年
六
月
八
日
格
云
、
四
月
以
後
胎
傷
與
し
死
同
。〔後方〕
’二月以前、不・一忌限》者。今案、此格四月以前独
立一此例つ三月以前未し見二忌例宅今若准息人産一定
可し忌二七日一欺。
一
○
四
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「西宮記」定微事
〔悪力〕
或
記
云
、
弘
仁
式
云
、
触
一
穣
忌
一
応
し
己
心
者
、
人
死
限
二
川
〔室〈〕
Ⅱ
『
産
七
Ⅱ
。
六
畜
死
五
日
、
産
一
二
Ⅱ
。
其
喫
レ
完
、
及
弔
し
喪
、
間
し
疾
、
三
日
。
貞
観
六
－
云
、
喪
家
当
日
不
言
必
葬・之。或経レ日及し旬、而計・一死日『満し限、直以従し事、
已違下忌二冊日一之意比今須下取二葬日一始忌ｋ之。改葬・
傷胎、猫二忌川Ⅱ「況於二未葬一乎。
す
な
わ
ち
、
弘
仁
十
二
年
（
八
一
一
二
に
四
月
以
上
傷
胎
は
人
死
と
同
じ
忌
三
十
日
、
’
一
一
月
以
下
傷
胎
は
忌
ま
な
い
と
定
め
た
ら
し
い
（「今案」は「拾芥抄」の注記で、貞観式を指す「今案」
と
は
別
。
な
お
、
「
拾
芥
抄
」
の
雑
稜
事
は
「
九
条
」
の
体
裁
に
近
いが、「｜傷胎忌川Ⅱ調四月以後」とのみあって「三月以下」
が
み
え
な
い
こ
と
は
、
時
代
が
降
る
史
料
と
は
い
え
看
過
で
き
な
い
）
。
そ
し
て
、
貞
観
六
年
（
八
六
四
）
は
貞
観
式
の
編
纂
が
開
始
〈脂）
さ
れ
て
間
も
な
い
頃
で
、
そ
の
「
定
式
」
の
作
業
に
お
い
て
一
二
月
以
（肥）
下傷胎忌（七日）に一一口及が見られないのである。また、
「三代実録」仁和三年六月十四Ⅱ条によれば、
去
十
一
日
、
依
レ
例
可
し
修
一
ｎ
次
・
神
今
食
祭
「
内
裏
有
二
婦
人胎傷之事Ｔ佃随二停止不但胎孕之後、未し及二一一一月わ
是以塁今日一欲し行二月次・神今食祭之礼毛以二内蔵寮忽
然
犬
死
故
へ
大
二
祓
於
建
礼
門
前
「
以
停
司
止
祭
事
℃
「前後神祇式」小考（齋藤）
と
あ
り
、
傷
胎
穣
の
発
生
が
六
月
十
一
日
と
は
限
ら
な
い
も
の
の
、
一一一月以下傷胎ならば三十日忌まなくともいいという論理で
六
月
十
四
日
に
月
次
・
神
今
食
祭
を
行
お
う
と
し
て
い
る
（
犬
死
横
に
よ
り
停
止
す
る
が
）
。
三
月
以
下
傷
胎
で
も
忌
む
よ
う
に
な
っ
て
い
る
様
子
が
窺
わ
れ
る
が
、
日
数
に
関
し
て
は
不
定
の
観
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
直
ち
に
三
月
以
下
傷
胎
忌
が
貞
観
式
に
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
が
、
「
前
後
神
祇
式
」
と
い
う
割
注
に
信
頼
を
あ
ま
り
置
け
な
い
な
ら
ば
、
貞
観
式
施
行
以
降
に
定
め
ら
れ
た
と
理
解
す
る
余
地
も
な
い
訳
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
さ
て
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
機
の
伝
染
に
関
す
る
十
三
条
、
で
、
そ
れ
は
現
行
本
「
御
障
子
文
」
に
見
え
な
い
「
Ｎ
虚
人
不
し
為
し
横
、
乙
入
鴛
丙
虚
へ
何
虚
人
智
為
し
横
」
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
機
の
伝
染
に
つ
い
て
は
、
応
和
三
年
（
八
六
三
）
以
降
の
成
立
で
、
村
上
天
皇
御
撰
と
さ
れ
る
「
新
儀
式
」
に
延
喜
臨
時
祭
式
と
は
異
な
る
規
定
が
あ
り
、
微
伝
染
の
認
定
方
式
が
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
（Ⅳ）
が知られる。
触
穣
事
雑忌之事、見二神祇官式・也。甲虚有し横、乙二入其虚、
乙及何虚人智為し横云々・今之所し行、有二死骸一間、
入一其庭者一為し甲。収し骸後到触者為し乙。甲人到二乙
虚
・
輿
し
甲
同
座
者
為
し
乙
。
甲
人
去
後
着
座
者
為
二
丙
人
七
又
一○五
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葬夜請レ僧数随身座従レ事者、皆忌二汁日つ又有二五禮
不具之死骸一忌二七日職賑爬」尉旧へ又不レ知し有・一穣物へ若
経一数旦只以二初看為二機初日っ誠議囎環囎刎瀞
旦又不二着座「只触横之人、井受二取其魔物一皆為し横。
但無一巻軸・書状、
井縊等非忌限狗又隔し堵別し門之虚、雌二聞虚邇不し為し様。
献救鮪詳館楠胴鱗〃眠梛醐珈辮雛附唖又失火犠不し可レ忌二乙丙元
応
和
二
年
□月定也。
す
な
わ
ち
、
横
の
発
生
源
で
あ
る
死
骸
の
有
無
が
重
視
さ
れ
、
①
撤
去
前
に
微
空
間
に
入
っ
た
者
を
甲
、
撤
去
後
な
ら
ば
乙
、
②
甲
と
同
座
し
た
者
を
乙
、
甲
が
去
っ
た
後
に
着
座
し
た
者
を
丙
と
認
定
し
た
のである。「同虚人不し為し積」の文言は、直前の「ロハ丙一
身
為
し
機
」
に
よ
り
無
く
と
も
影
響
は
な
い
が
、
「
乙
入
：
内
庭
「
同
虚
人
皆
為
し
横
」
の
規
定
は
右
記
の
変
更
に
よ
り
「
乙
」
は
甲
・
乙
、
「
丙
処
」
も
乙
処
・
丙
処
に
分
か
れ
、
乙
処
で
乙
穣
・
丙
械
（
丙
処
で
は
丙
犠
・
丁
横
）
と
な
り
、
甲
乙
丙
を
単
純
に
置
き
換
え
る
だ
け
で
は
済
ま
な
く
な
っ
た
箇
所
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
現
行
本
「
御
障
子
文
」
で
は
意
図
的
に
削
除
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、
「
六
月
十
二
月
月
次
、
十
一
月
新
嘗
祭
斎
之
日
、
僧
尼
井
重
服
・
軽
服
者
、
竝
不
レ
参
二
内
裏
一
」
の
部
分
も
相
違
す
る
箇
所
で
あ
る
が
、
「
年
中
行
事
秘
抄
」
に
よ
り
貞
観
式
逸
文
が
知
ら
れ
る
。
凡
六
月
十
二
月
月
次
、
十
一
月
新
嘗
等
祭
前
後
散
祭
之
Ⅱ
、
僧
法
政
史
学
第
六
十
一
号
尼及重服奪レ情従レ公之輩、不し得し参二入内裏毛雌二軽
服人へ致斎井散斎之日、不し得皇参入毛
軽
服
人
は
後
散
斎
に
は
参
入
可
と
な
る
が
、
重
要
な
前
散
斎
～
致
斎
は
僧
尼
・
重
服
人
と
同
様
に
参
入
不
可
な
の
で
、
簡
略
に
表
記
し
た
と
考
え
て
お
き
た
い
。
し
か
し
、
失
火
微
が
現
行
本
「
御
障
子
文
」
に
な
い
点
に
つ
い
て
は
説
明
が
つ
か
ず
、
後
考
を
俟
ち
た
い
。
「
九
条
」
が
内
裏
焼
亡
以
前
の
「
年
中
行
事
障
子
」
の
体
裁
を
伝
え
て
い
る
も
の
な
ら
ば
、
現
行
本
「
御
障
子
文
」
の
体
裁
へ
の
変
化
は
内
裏
焼
亡
に
よ
る
新
調
が
ひ
と
つ
の
契
機
と
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
新
調
さ
れ
た
「
年
中
行
事
障
子
」
の
写
し
に
私
注
の
あ
る
も
の
が
「
北
山
抄
」
お
よ
び
「
小
野
宮
」
神
事
～
雑
横
事
の
原
史
料
と
し
て
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
些
末
な
議
論
に
終
始
し
て
し
ま
っ
た
が
、
小
稿
で
述
べ
て
き
た
こ
と
を
ま
と
め
て
結
び
と
し
た
い
。
ｉ
「
北
山
抄
」
神
事
～
雑
穣
事
と
「
小
野
宮
」
神
事
～
雑
穣
事
は
、
後
者
が
前
者
に
依
拠
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
共
通
の
原
史
料
を
利
用
し
た
、
い
わ
ば
兄
弟
関
係
に
あ
る
こ
と
。
Ⅱ
そ
の
原
史
料
は
応
和
元
年
（
八
六
一
）
十
一
月
二
十
日
に
村
上
天
皇
が
遷
御
し
た
新
造
内
裏
の
清
涼
殿
に
立
て
ら
れ
た
「
年
中
四
一
○
六
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行
事
障
子
」
の
写
し
に
私
注
が
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。
現
行
本
「
御
障
子
文
」
は
、
こ
れ
に
改
訂
を
施
し
た
も
の
と
思
われる。
費やした紙幅に比して乏しい内容であるが、さらに延喜
臨
時
祭
式
改
葬
傷
胎
条
の
う
ち
「
其
三
月
以
下
傷
胎
忌
七
日
」
の
部
分
は
延
喜
式
で
加
え
ら
れ
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
横
の
問
題
は
歴
史
学
の
み
な
ら
ず
、
文
学
・
社
会
学
・
民
俗
学
・
宗
教
学
な
ど
の
研
究分野においても関心が寄せられている重要なテーマのひ（四）
と
つ
で
あ
る
。
近
年
、
積
の
基
本
史
料
で
あ
る
延
喜
式
の
注
釈
書
が
刊
行
さ
れ
る
な
ど
、
横
の
共
通
理
解
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
小
稿
で
は
横
の
本
質
を
論
じ
る
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
を
今
後の課題としてひとまず欄筆することにしたい。博雅のご
批
正
を
乞
う
次
第
で
あ
る
。
註（
１
）
宮
城
栄
昌
「
延
喜
式
の
研
究
史
料
篇
」
（
大
修
館
、
一
九
五
五
年）
（２）佐藤真人「平安時代宮廷の神仏隔離ｌ「貞観式」の仏法
忌
避
規
定
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
」
（
二
十
二
社
研
究
会
編
「
平
安
時
代
の
神
社
と
祭
祀
」
所
収
、
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
六
年
）
、
三
橋
正
「弘仁・貞観式逸文についてｌ「延喜式」横規定成立考ｌ」
（「国書逸文研究」第二十二号、一九八九年）、一一一橋正「「延
「前後神祇式」小考（齋藤）
喜
式
」
微
規
定
と
微
意
識
」
Ｓ
延
喜
式
研
究
」
第
二
号
、
一
九
八
九
年）、筧敏生「律令国家祭祀と大宝神祇令」ニヒストリア」
第
一
二
七
号
一
九
九
○
年
）
）
な
ど
。
（
３
）
黒
須
利
夫
「
前
後
神
祇
式
に
つ
い
て
Ｉ
式
と
年
中
行
事
御
障
子
文
ｌ」（「延喜式研究」第五号、’九九一年）。
（
４
）
所
功
「
中
原
流
年
中
行
事
書
の
成
立
」
Ｓ
平
安
朝
儀
式
書
成
立
史
の
研
究
」
所
収
、
図
書
刊
行
会
、
一
九
八
五
年
。
初
出
は
一
九
八
四
年）。
（
５
）
史
料
に
付
し
た
記
号
・
傍
線
は
以
下
の
意
で
あ
る
。
右
傍
の
×
は
「前後神祇式」「師遠」により行字と思われるもの。○は異
同
を
示
す
。
〔
〕
は
補
う
べ
き
字
句
。
〈
〉
は
「
前
後
神
祇
式
」
に
あ
る
が
、
現
行
本
「
御
障
子
文
」
に
な
い
字
句
。
対
応
す
る
「
前
後
神
祇
式
」
の
該
当
部
分
に
は
傍
線
を
付
し
た
。
二
重
傍
線
は
現
行
本「御障子又」に補う根拠の字句。なお、甲川利雄「年中
行
事
御
障
子
文
注
解
」
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
’
九
七
六
年
）
に
は
、
補
う
べ
き
文
字
に
関
す
る
言
及
は
な
い
。
（
６
）
所
功
ヨ
年
中
行
事
」
の
成
立
」
註
（
４
）
前
掲
書
所
収
。
初
出は一九八囚年。
（７）所
功
二北山
抄
」の成
立
」註（
４
）前掲
書
所収。
（
８
）
所
功
ヨ
小
野
宮
年
中
行
事
」
の
成
立
」
註
（
４
）
前
掲
書
所
収。初出は一九八囚年。
（９）貞観臨時格については、川尻秋生「平安時代における格
の特質」（「日本古代の格と資財帳」所収、吉川弘文館、二
○
○
三
年
。
初
出
は
一
九
九
四
年
）
参
照
。
な
お
、
御
服
に
関
す
る
一○七
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（咄）なお、尊経閣文庫所蔵巻子本および大永本「西記Ⅱ録」
臨
時
巻
第
一
に
「
定
触
穣
事
」
「
血
忌
事
」
「
忌
三
月
以
前
傷
胎
穣
事
」
が
あ
り
、
本
文
は
散
供
し
て
い
る
た
め
内
容
は
未
詳
で
あ
る
近
年
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
大
津
透
「
天
皇
の
服
と
律
令
・
礼
の
継
受
」
Ｓ
古
代
の
天
皇
制
」
所
収
、
岩
波
書
店
、
’
九
九
九
年
。
初
出
は一九九七年）などがある。
（
皿
）
筆
写
の
過
程
で
割
注
が
本
文
に
な
る
こ
と
も
、
そ
の
逆
も
起
こ
り
得
る
の
で
厳
密
さ
を
求
め
難
い
が
、
一
応
そ
の
よ
う
に
理
解
し
て
お
く。
（
、
）
桃
裕
行
「
「
北
山
抄
」
と
「
清
慎
公
記
」
」
Ｓ
桃
裕
行
著
作
集
古
記
録
の
研
究
上
」
所
収
、
恩
文
閣
出
版
、
一
九
八
八
年
。
初
出
は
一九七四年）
（皿）山中裕「「九暦」と「九条年中行事」」（『平安時代の古記
録
と
貴
族
文
化
」
所
収
、
恩
文
閣
出
版
、
一
九
八
八
年
。
初
出
は
一
九五七年）い
（
Ｂ
）
竹
内
理
三
「
口
伝
と
教
命
ｌ
公
卿
学
系
譜
（
秘
事
、
伝
成
立
以
前
）
ｌ
」
（
「
竹
内
理
三
著
作
集
貴
族
政
治
の
展
開
」
所
収
、
角
川
書
店
、
一
九
九
九
年
。
初
出
は
一
九
四
○
年
）
。
（Ⅲ）黒須利夫「「年中行事障子」の成立」（「歴史人類」第二
十一号、一九九三年）。
（
巧
）
虎
尾
俊
哉
「
貞
観
式
の
体
裁
」
Ｓ
古
代
典
籍
文
書
論
考
」
所
収
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
二
年
。
初
出
は
一
九
五
一
年
）
、
早
川
万
年
「貞観式の編纂と造式所」（「延喜式研究」第四号、一九九
法
政
史
学
第
六
十
一
号
○
年
）
な
ど
参
照
。
な
お
、
尊
経
閣
一
（皿）虎尾俊哉編「延喜式上」（集英社、二○○○年）。なお、
逸
文
に
関
し
て
は
虎
尾
俊
哉
編
「
弘
仁
式
貞
観
式
逸
文
集
成
」
（
同
書
刊
行
会
、
一
九
九
二
年
）
参
照
。
が、特に「忌三月以前傷胎穣事」を設けていることは留意
さ
れ
る
。
こ
の
目
録
に
つ
い
て
は
、
和
田
英
松
「
西
宮
記
考
」
（
新
訂
増
補
故
実
叢
書
「
西
宮
記
」
、
明
治
書
院
、
’
九
五
七
年
。
初
出
は
一
九
二
○
年
）
、
所
功
ヨ
西
宮
記
」
の
成
立
」
註
（
４
）
前
掲
書
所収を参照。
（
Ⅳ
）
岡
田
重
精
「
イ
ミ
の
変
容
と
展
開
」
Ｓ
古
代
の
斎
忌
ｌ
日
本
人
の
基
層
信
仰
ｌ
」
所
収
、
図
書
刊
行
会
、
一
九
八
二
年
）
に
簡
単
な
解
説がある。なお、横に関する概説書には、山本幸司「微と
大
祓
」
（
平
凡
社
、
一
九
九
二
年
）
、
原
田
信
男
「
歴
史
の
中
の
米
と
肉
ｌ
食
物
と
天
皇
・
差
別
ｌ
」
（
平
凡
社
、
一
九
九
三
年
）
な
ど
が
ある。
（
肥
）
神
事
～
雑
横
事
に
お
け
る
諸
書
の
関
係
を
例
示
す
る
と
、
左
記
の
通
り
で
あ
る
。
私注「年中行事障子」Ｈ｜州幽
（基経献上）ｌＬｌ「九条」
「
年
中
行
事
障
子
Ｉ
壷
年
中
行
事
障
乏
現行本「御障子子文
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